
【計画】0-3 国立公園等の生態系及び生態系サービスへの気候変動影響に関する調査

調査目的

• 近年，国立公園等の自然保護区における生態系及び生態系サービスへの気候変動による深刻
な影響が観測されている。

• ４地域における生態系及び生態系サービスを対象に，気候変動による影響評価を実施し，実現
可能な適応策を具体的に検討する。

調査計画

実施体制

年度 主な調査項目

H29
年度

• 対象地域の基盤情報の収集・整備
• 現地関係者や有識者へのヒアリング

H30
年度

• 上記調査とその結果にもとづき対象とする指標を選定
• 現地の生態系の把握
• 影響評価モデルの作成，試験的な影響評価の実施

R元
年度

• 現地の利用・管理状況・意識の把握
• 影響評価の実施
• 適応策の検討

環境省

自治体等

みずほ情報
総研

国立環境
研究所

地域のニーズ
調査の実施

共同研究

調査内容に
関する各種調整

調査内容に関する各種調整

白神世界自然遺産
１

対象：植生適域（ブナ等），
生態系サービス，等

２

妙高戸隠連山国立公園

対象：植生適域（高山植生等），
ライチョウ適域，生態系サービス，等

４

奄美群島国立公園

対象：サンゴ適域，
生態系サービス，等

３

足摺宇和海国立公園

対象：サンゴ適域，
大型藻類適域，

生態系サービス， 等

白神山地自然遺産
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白地図：国土地理院（http://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）




